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「脳死に関する見解」採択される

一医療技術と人聞の生命特別委員会報告一

昭和62年11月日本学術会議広報委員会
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日本学術会議は，去る10月21日から23日まで第 103回総会(第13期・ 6回目)を開催しました。今回の「日

本学術会議だより」では.今総会で採択された勧告を中心として，同総会の議事内容をお知らせします。本会

議の第13期も，余すところ 9か月となり，各委員会は，期の活動の取りまとめに向けて一層活発に審議を進め

ています。
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総会報告

総会第 1日臼の午前中には，会長からの経過報告，f日11-
各委員会報告に続乞勧告・対外報告等4つが提案され，

そのうちの2件が可決された.そのほかの 2ftに関しては.
同日午後に各部会て'審議が行われ，第2日日の午前中に 1

件が，第 311日の午前中に 1件が可決された。

なお，総会前日の20日午前には迎合部会が開催きれ.ニ
れらの案件の予備的な説明.質疑が行われた。また第 211 

日午後には「食績生産と環境」についての自由討議(詳細

別掲)が.第3日自の午後には常置委員会.特別委員会が

開催された.

第 1日目午前。まず.利根川進氏のノーベル生理学・医

学賞受賞に対し日本学術会議第103回総会の名において悦
電を呈することが提案され.全員一致で可決された園

次に日本学術会議の行う国際学術交流事業の実施に関す

る内規の一部改正についての提案がなされ.これも賛成多

数で可決された。この改正は.第14期の当初 3か月間にお

ける.国際学会への研連委員の代表派遣について.必要な

経過措置を講ずるものである.

続いて.高齢化社会特別委員会提案の「日本高齢社会総

合研究センター(仮称)の設立についてJ(勧告) (詳細別
掲)の提案説明と質疑応答が行われた。さらに，医療技術

と人聞の生命特別委員会報告「脳死に関する見解」を rll
本学術会議の運営の細則に関する内規」に定める対外「報

告Jとして認めることに関する鑓案が行われた.これは同
特別委員会がその発足以来2年間にわたって審議を重ねて

きたものであり，前回 4月の総会では討論の過程でさらに

検討する必要があるとして悶特委により取り下げられたも

のである.その後.委員定数を増加するなどして審議を重

ね.今総会に再度提案されたものであるが，批判的意見を

背後に含む多〈の質問が出された。

第2日日午前.前目提案された ru本高齢社会総合研'先
センター(仮称)の設立についてJ(勧告)が.質成多数で
係択され.直ちに内閣総理大臣始め関係諸機関等に送付さ

れた.同じく前日提案の「脳死に関する見解」は，前日の

部会審議で異論が続出したため.抜本的に書き改められた

ものが提案されたが，なおいくつかの疑問が示され.保決

には至らなかった.

第3日目午前.再度修正された「脳死に関する見解」が

提案された。国民的合意の形成.医学界における少数意見

の存在などに関して，なお理解の不一致があり.質問討論

が行われた.これら若干の点に関する討論者聞の相互了解

を遂げた後，数名の発言者から再度の修正を経ることによ

ヮて本線合・は異なゥた専門分野のいずれからみても j;おむ

ね満足て"きるものになヮた，当初に危倶した点が除かれた，

などの;@:見が述べられた。こうして多少の幽折はあったが，

最後に本提案がほぼ全員一致で採択された。(見解の内容は

別項参照)

日本高齢社会総合研究センター(仮称)
の設立について(勧告)
急速な高齢社会への移行という厳しい問題をまえにして.

日本学術会議は既に昭和55年 (1980年)l1fl1[J r悶立老
化・老年病センター(仮称)の設立について」の勧告を内

閣総理大臣あてに行った。しかし現在にあっては.さらに

これに加えて.高齢社会をめぐる新しい理論的研究と政策

開発の推進が緊急の課題となっている.そこで，このよう

な課題を解決するために， 日本学術会議は下記檎忽のごと

き「日本高齢社会総合研究センター(仮称)Jの設立をここ
に勧告するものである.この研究センターは， r老化・老年
病センターJと緊密な連携を保ちつつ.高鈴社会・高齢層・
高齢者問題の総合研究を目指す.人文・社会科学中心の全

国的なネットワーク型の研究センターである。

「日本高齢社会総合研究センターJ(仮称)の構想
「日本高齢社会総合研究センタ一法(仮称)JとL寸法律

に基づく独立性の高い法人とし.国の出資による基金を基

礎として設立される。なお，所管官庁の選定に当たヮては.

21世紀の重要な国民的課題たる高齢者政策の総合性を考え.

特定の行政分野に偏ることなく.会行政分野が連傍を保ち

得るような所管の在り方が望まれる.

総合研究センターの運営は以下のように行九

(I)本研究センターは，国の出資による基金を基礎として

設立されるが，さらにまた一般寄付.並ぴに研究受託費を

加えて.弾力的に運営されるところの公的で全国的なネッ

トワーク型の研究センターとする.(2)本研究センターの運

営を統括する理事会を権成する理事の半数は研究者をもっ

て充てる。 (3)研究課題の選択は，関連学会(例えば.日本

学術会識の選定による)から推挙され，一定の任期をもっ

30名前後の「研究評議員会」で行うことによって研究の総
合性を図るとともに，また研究評価をも行う.(4)専任研究

員制度(一定の任期を設ける)を置き，それにより総合研

究センターの研究の組織化並びに相互調整を行う.各プロ

ジェクト毎に専任研究員を中心に流動研究員(客員研究貝，

出向研究員等)やその他の研究者を募ってこれに加え.常

時300名程度の研究者が活動している状態が望ましい. (詳
細は，日本学術会議月報11月号を参照されたい.)



脳死に関する見解

ー医療技術と人聞の生命特別委員会報告ー

最近の似療伐材.jの発展に1半ヮて'主じてきた人聞の'1命と
その尊厳にかかわる諸問題のうち特に脳死の問題は"'-期医

療. !蔵官器移制等をめぐって大きな社会的問題となっている。

医療の現場では脳死の状態に陥った多くの患者をめく'ゥて.

H伎その家族や医師が苫悩に満ちた対応をi且られつつある。
脳死の/UJ越は.必ずしも心臓や肝臓などの臓器修他との関

連におL、てだけでなく.むしろ現実的には多くの場合.末

期1医療の現場におL、て深刻化している。このような現状に
かんがみ. Ilt;qyEにかかわる諸問題を機々の角度から卜分に

議論し.問題の所伝を考祭して.その解決への!長4去を示し
たものである。これが本特別委員会の今1[11の報告て'ある。

本宇佐佐は制9ヒを性、 γ:的に，法的にそして心J旦的. i命JI.P'的
及び社会的fIIリi白から与・察した。全脳の機能がイ、iifj些的に喪
失した状態と定義される脳死は，医学的にみて101体の死を

意味する。ニれは第 7部会員の一致した窓見て"あり.医学

界の大勢と判断されるが.s&学界の中にも少数ながら疑義

を持つ.{'i'もある。。尚9ヒを人の死と認めるかtiかについては，
法律的にはこれを肖定.百定する見解が対立している。否

定している場合にも脳死になった際，人工呼吸E告を外して
はならないということでなく，事情によっては進法性阻却

ないし，氏H:阻均l事由があり得ることまで百3をするもので

ない。

人の死は単なる医学的現象ではなしその人の人倫.社

会的存在にもかかわるものである。したがヮてその取扱い

については.本人の生前の意思，家紋の!感'附，一般的倫理

観，習{谷，社会的↑員当1等を尊重しなければならない。しか

し脳死をめぐっては三徴候に基づく伝統的な死の慨念にと

らわれるニとなし深刻化している医療の現状に対処して

新しい死の慨念の確立に努めるべきであろう。このため関

係方面におし、て脳死をめぐる諸問題が検討され，速やかな

解決への展望が聞かれることを希望する。

以上の見解を第103回総会の承認を得て対外報告として

これを公表することとしたρ

(詳細は. 1I 本学術会議月報11月号を参照されたL、。)

自由討議一食糧生産と環境ー

この自由討議は，今期設置された「生物資源・食糧と環

境特別委員会」のメンバーが主となり，個人の立場で，食

糧生産と環境の問題について意見を発表したものである。

会長近藤次郎(食糧に対する環境からのアプローチ).第6

部.生物資源特委委員長阪本楠彦(食糧問題の展望).第6

部(以下すべて特委委員)武田友四郎(環境変化が農業生

態系に及ぽす影平年).第5昔日岩佐義朗(水資源の立場から)

の各会員がそれぞれに付記したサブテーマについて問題を

提起した。これに続いて第3部大石嘉・郎(経済学の立場

から).第 1部石川栄吉(数量主義の反省).第6部水間豊

(畜産学の立場から).第 2部及川伸(食糧管理制度につい

て).第 6部福場博保(栄養面から見た食糧資源開発問

題).第 1部水涼一朗(歴史地理学の立場から).第 7部小

泉明(人口と食糧・環境)の各会員から関連発言があり，

質疑応答が行われた。

1973-81年頃のいわゆる“世界食糧危機"は既に去り.

今や食糧の輸出競争が激化している。しかしアフリカ等の

飢餓問題が解消したわけでは決してないし，開発i盆と国の
所得増から来る食糧需要は決して楽観を許さない。まるで，

栄養過剰の大国に“追いつき.追い越そう"としているか

のようてーさえある。

生産の面でも.自然の節理を無視した増産が進められて

いる。森や山に{主む神々への迷信的な怖れを失った後，自

然破壊に対しでかけるべき有効な抑制力を，人類はまだ見

出せずにいる。破壊された自然の復旧(砂漠の緑化など)

もまだほとんどできないままである。(この自由討議は日学

双書5刊として出版されます。)

日本学術会議月報

H本学術会議は.そのu常的な活動の状況を科学名・や学
術研究団体を始め関係諸機関・団体等に広〈理解してもら

うため，毎月 1101. 111本学術会議月報J(B 5版・ 6-12 
ページ)を発行し.無料で配布している。

その内容は.総会の決定'lH!貞.運営審議会の審議事項¥

jjJf先連絡委員会の開催状汎，関係学術研究団体と共!日H.i践
する国際会議の開催状況.後後する国際会議及び研究連絡

委員会等が io催するシンポジウム・講演会のお知らせ等を
'1'心として.その111守のトピソク事項を伺載している。ま

た.会員の随筆なども取り人iしなるべく読み易い紙凶iと
なるよう努めている。

JJUf.. ゴ"1 Fl事長lを送付している機関・団体等は.次の
とおりである。

大学.~V:Jt)1 大'γ 関係 I~I ・公・紅、立研究機関.

公立凶書館，関係省'1'.関係報道機関， 日本小村ij
会議広報協力学術開i*・'!F
* 本会議活動のl副知をt;<jるとともに，各学術研究分
野との緊衡な連絡・協力関係を維持・強化するため.

本会議の広報活動に協力してもらう学・協会

第14期日本学術会議会員選出の
ための登録学術研究団体の概況

本会議では.現を第14矧(昭和63年 7月22日~昭和66年

7月21日)会員(定員210人)選出のための手続きが進めら

れているが.先頃6月末日を締切期限として，学術研究|卦

体からの登録申摘が受け付けられた。その後日本学術会談

会員推薦管理会で審査が行われたが，結果は次のとおりで

あった。

学術研究団体の登録申請の審査結果

申請団体数・・・・・・・・・・・・900[3目体

登録団体数….....・H ・836団体

* 日本学術会議会員推薦管理会が登録した836凶体
名は「日本学術会議月報J11月号にぬ載されるので.
ご参照躍Ii~、たい。

日学双書「高度情報社会の展望と課題J
日本学fij:i会議第101回総会における自由討議「高度情報社

会の展望と課題jの記録及び「高度情報社会特別委員会J
のヒアリングを編集し，日学双書No.3として刊行されま

した。

J]学双書 No.3 1高度情報社会の展望と課題」

1部 1，000円(送料250円)

(問い合わせ先)

干106東京都港区西麻布 3-24-20 

交通安全教育センター内

例日本学術協力財団

郵便振替

(口座番号)東京 4-27458 

例u本学術協)J財団あて

多数の宇術研究団体の御協力により. 1日本学術会
議だよりJを掲載していただくことができ，ありがと
うございます。

なお，御意見・お問い合わせ等がありましたら下記

までお寄せくださし、。

〒106 港区六本木 7-22-34

日本学術会議広報委員会

(日本学術会議事務局庶務課)

電諮問 (403)6291 



11川1111川川川111川川川111川川111川1111川111川川111111川111川川111川11111川1111川川川111川川川111川川11111川111川川川111川川111川1111111111川川川111川川川111川川11111111111川111川川川川111川川川111川川111川111川111川川川111川川111川11111川111川11111川111川11111111111新製品ご案内.グ判引111111111川川川川111川川川111川川川川1111川川111川川111川1111111111111111111111111111111111111111111川川川111川川川111川川川川111川川川1111川111川川川川111川川川111川川111川1111111111111111111 | 

レタリングシート(ブラックアンドホワイト)

EMI NO.82014 EMI NO.82016 EMI NO.86626 

‘ 
.. 
~m ~m ~m • • • • • 

‘ ' • • • • • . . • • • • • • ~m ~m ~m • . . • • • • • • • ‘ • • • • • • • . 
tJm tJm tJm tJm . . . 4・. . ドmtJm tJm tJm -・・・ー・・ーー. . 

EMI NO.86627 EMI NO.86902 EMI NO.86916 

|口口口口口 ABCドmドmnmnπl
ABCDドm川 m川‘

ロロ口口口口口 AB C D E F G H 11 
EコEコ仁コドmpm pm pm pm l nm nm nm nm nm 
口口口仁コ ABCDE ABCD  i 
口ドm pm pm川ドm pm 

仁コ亡コ仁ゴ nm nm nm nm nm nm nm 

※レタリングシートの総合カタロクずが，'-1'，米ました。下記の住所ヘカタログをご請求下さい。

西独製精密ピンセット

品""'--_.

①時計ピンセッ卜

②3Cピンセット

窪田)、 ① 

司期!"M ¥②  

一一.，..::::?③

司 !!"'If!、④

③5型変形ピンセッ ト

④55型ピンセ y卜

各1本 :￥2，200

EMク‘リッドボックス

一
.よn 

司守r 

P円t 

、
" 

‘-‘" 
〈巴υC山~=i ( -I ::I ZOc.白叫コ

1イ困 . ￥1，800 10個.￥ 15，000

扇 EM資材直販センター弘

• • • • • • • . 
• • 

・・ 1

" 
" 
，炉-4. 惨

. 



海藻を総括的に論じた待望の書グ

|海藻資源養殖学
徳田 康 大野正夫 小河久朗著
(東京大・予農学部高知l大学農学部東北大学農・宇都)

海藻の資源や養殖について初めて総指的

に取揚げた待望の書。ノリ色始めとする個

々の海藻養殖の現状と将来展望から、藻場

造成、利用法、海外での養殖、新しい海藻

の養殖法、新品種形成の現状まで、実に幅

広い観点から論じ尽した海藻入門の決定版。

研究者・学生・養殖業者の熱い要望に応え

て遂に刊行グ

85判 1:製 11絵4t(
本文354頁付・H/話集

定価5，500円(送350円)

一一一一主要目次一一一一

I.地球生態系と海藻 II.海藻の

生育環境 III.海藻の利用 N.世

界の海藻資源と生産量 v.現在の
海藻養殖 N.藻場造成田.海外

の海藻養殖の現状四.海藻養殖の

将来と展望

最先端と素敵な出合
データベースでダイナミックプリンティングコミュニケーション

富士通 . 
OASYSJ 

NEC L，/ 
P(-9ω v 

入力持
富士通 NEC
9450ジトス. 時制調

生まれかわるデータベース

国掴
美ししミ

文字

会員管理・名簿管理・調査票発送・集計・印刷・請求・販売促進・検索

白血凹刷出版棟式会祉
圃本社〒553大阪市福島区吉野1丁目2番7号/TEL06-441-65倒的
・電算室干5回大阪市福島区吉野1丁目3番18号



門田 元編

取水上の衛生問題 不快臭の発生.義殖淡水魚

のへい死原因などに関連し、湖沼・人工刈lにおけ

る ・水の慈 発生が社会問題化している ε

本書l;i1979年 9月.環境庁水質保全局のl汗前り

で組織された淡水赤潮研究会 (座長 門田 元博

士 )の研究成果を広〈関係者に 利用していただく

ために公判するしのて二淡水赤i~JJに閲する生物学

的知見を網縦し.その発生機慌の解明と対策し論

究さI.Lる E また琵琶湖におけるウログレナ Uroglello

及びぷt頼ダム占JJにおけるべリ ディニウムPe門dinuI1/1

の剥査研究をケーススタデ ィ に lえが国各地で~1'í

発する淡水赤潮問題解決の資料を直接に提供する

しのである 。

主な内容と執筆者 ①淡水赤沖iJJi2ひき起こす

プラン 7トン(恨来健一郎) ②淡水純物7・ラン 7

トンの生活史(中原紘之 ・左子芳彦) ③淡水赤潮

ブランクトンをめぐる生物問相互関係(安野正之・

?t.堅孝幸 ・深見公設 ・門田 元 ・石田祐三郎 ・内

四有恒) ④湖沼の富栄養化と刷物7<ラン71ン

の異常増殖(坂本 充) ⑤赤潮lによる被害 (岡市

友干Ij 門i耳 元) ⑤わが国各地:こおける淡水赤

i?JJの発生状況(山中芳夫) ⑦琵琶湖における淡水

ijj;i~JJ の発生 ( J"lEIJ 元 ・中西正己・ 吉 国陽一・石

m尚三日1¥)③タム i~!J における淡水赤潮の発生司王

191J(畑 幸彦)

(A54'lj・286べー ジ定的ti4200円)

赤潮の科学
岡市友利編 漁業に甚大な被筈を与える .Wi~JJ を総合的に従える共同研

究で.赤j~JI の生物学と発生機慌の解明 e B54司l・定価6000内

赤潮一発生機構と対策 丸茂隆三・岩崎英雄他著 赤潮の発生機十，'1;とその被害

防止対策を広 〈論じる A5判 ・定価1600円

沿岸海域の富栄養化と生物指標汚22JZ立i

藻場・海中林
八塚 岡リ・三浦昭雄イ也著 fjl魚の成育坊として のアマモ場・ ガラモ

坊の効用とその造成の方策を保ぐる 戸 A5判 定価1600円

干160東京都新宿区三栄町8/ノTel(03) 359-7371間 E霊童E霊霊童



E酒量E歪置iiII

自然の中の藻類の「生産ている姿」を知るために

藻類の生態説充:震康ト編 A5半IJ 640貞

定価12800円(干400円)

1 水界生態系における泌jl((の役訓-1'1・ft仙/1券*2 水界環境と i:~jlriの '1:):11\一政 l l:l ì持彦* 3 税

対iの生活|遡一秋山{必*4 海洋刷物7"ランクトンの '-tll~~生態 -11・ t-l 桁 /1券* 5 湖泊における十I{[

物ブランクトンの生産と !fî}J 態一以 4~ 光* 6 i'I然界におけるi応対iの飛ぶー代謝一利 EH英太郎*

7 :Wi物フcランクトンの呉常削船 員bl.li涙II{{: * 8 illf. i:)，l;の分 {Ii と J~i .r~I)~1人1- WiiJ~ l!!i*l* 申 9 inJ 

川J.1cl'-E.i徒主!I(の:，1:.態一小林弘*10 汽水域のt出版lのFトー態ー Jd!h卜>J.::* 11 1'.J:i~ j:必~((の '1:.態一秋山

催*12 11，断水1¥1のt浪費((の生態 J ，~. {l-ゲ:リJ* 13 法制と水界動物の相 I(作!H一成旧行也*14 泌
のパソジーン一山ヨドjWT* 15 泌世((の市¥/I/J包外代謝生産物とそのFトf虫(I(J役'，lfIJ-k干II!:H紘一*16 出1
jlJiの生活史と ~I:.態 111原紘之*17 i:O(Un !tのfIYi:;立と多様fl:-'j(Jj/i大: 作中:米にiU，肢の多
数の文献は読者にとって立毛な資事!となろう。

シートでみる種の同定・分類、

淡水藻類写真集

山岸高旺・秋山優編集
85判・各100シート・ルーズリーフ式

第1巻・第2巻定価4000円

第3巻・第4巻定価5000円

第5巻・第6巻以下継続送料350円

生物学史展望
井上清恒著 li千年にわたる生物'γ:の流れをj小、.
各時代の特伎をi'[./lj;にする。分二rの111:界にまでj並ん
だ生物学の立場を考えるために好迎。定価4800円

回想のモーリッシュ
ーある自然科学者の人間像

渋谷章著 H /j~のfjI'(物"'f:界に大きな jι閥、を伐し
たn然干'¥"'j!:-fi'の'I:.imをたどる労作。 定価1800円

南 の動物辻Ült.~ 
一熱帯森林に生きる

渡辺弘之著 熱4!?森林を専攻する衿1"iが.熱.m:l也肢
の動車11(物の生活を写真を中心lニ語る。定価1300円

世界の珍草奇木
一植物に見る生命の神秘

川崎勉箸 1'1然界の侃裂なfqqJ¥J刷物lif.~!Î t ，、 'I:.(.jj'

J と峨境へのj!盆!心:力を !'&ì~tの 'jìて"iiftる ο 定価 1300円

近刊

河川lの珪藻 B5'1"J 
小林弘抗:

内田老鶴圃
東京・文京区大塚 3-34-3 /Tel 03-945-6781 

日本淡水藻図鑑
鹿瀬弘幸・山岸高旺編 11-1λではじめておリられた
Hii的な I';(\ J!~;. i:j.ミIKi出'iWの耐1:'先fi'ペJIJ(に関係する
}J々にとうては t't・Rな丈11氏であるコ定価36.000円

-
円

山
市
屯
ゴ
価

司
副
川
定

公
A
V

一T
6
晶
耶
M
m

す

学
川

司
4
品
K
F

ト
l
小

岩
4
F
著
に
幸
凶

藻岡山

植物組織学
猪野俊平著 刷物品Il織学の定義・内谷・)~;主 Eとから
filf'先}hl~を'ÞMll:< ，1下j坐したIIft-.の当。定価15000円

高 地植物学
柴田治著十11'(物のJIi比j也比:についてlと年制|究し
たl.:fiーのIJlt*をまとめた υ 定価5800円

山歩きアラカノレト
ー自然の探索ノートー

柴田 治著 山町をたのしく )1"くための心1!削除
11 の \'J~_..刊日'11っていて1山手'10 定価1300円



学会出版物

下記の出版物をど希望の方fC頒布致しますので，学会事務局までお申し込み 下さい。(価格は送料を含む〕

1. i藻類」パックナンバ一 価格，会員各号1，750円，非会員各号3，000円， 30巻4号(創立30周年記念増
大号， 1-30巻索引付)のみ会員5，000円，非会員7，000円，欠号 1-2号， 4巻 1.3号 5巻 1-2号，

6-9巻全号。

2. i藻類」索引 1-10巻，価格， 会員 1，500円，非会員2，000円， 11-20巻，会員2，000円，非会員3，000円，
創立30周年記念「藻類」索引，1-30巻，会員 3，000円，非会員4，000円。

3. 山田幸男先生追悼号 藻類25巻地補.1977. A5版，xxviii+4lB頁.山田先生の遺影 ・経歴・ 業績一覧・

追悼文及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編 (英文26，和文24)を掲載.価格 7，000円。

4. 日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine algae of the North 

Pacific. I. A. Abbott.黒木宗尚共編。1972.B 5版， xiv+2BO頁， 6図版.昭和46年 8月lζ札幌で開催された北
太平洋産海藻に関する日米科学セミナーの記録で，20編の研究報告 (英文)を掲載。価格4，000円。

5. 北海道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究 1977.B5版， 65頁。昭和49年9月lζ札幌で行なわれた
日本務類学会主催 「コ ンフ lC関する講演会」の記録。4論文と討論の要旨。価格 1，000円。

Publications of the Society 

1 nC!uiries concerning copies of the following publications should be sent to Ihe.J apanese Society of Phycology， 
cfo Division of Tropical Agriculture， Faculty of Agriculture， Kyoto University， Kitashirakawa-
oiwakecho， Sakyo・ku，Kyoto， 606 ]apan. 
1. Back munbers of the ]apanese ]ournal of Phycology (Vols. 1-28， B¥llletin of.Japanese Sociely of 

Phycology). Price， 2，000 Yen per issue for member， or 3，500 Yen per issue for non member， price of Vol. 30， 
No. 4 (30th Anniversary Issue)， with cumulativc index (Vols. 1-30)， 6，000 Yen for member， or 7，500 Yen for 
non member. Lack: Vol. 1， Nos. 1-2; Vol. 4， Nos. 1， 3; Vol. .1， Nos. 1-2; Vol. 6-Vol. 9， Nos. 1-3 (incl. 
postage， surface mail)ー
2. Index of the Bulletin of ]apane5e Society of Phycology. Vol目 1(1953)-Vol. 10 (1962) Priιe 

2，000 Yen for member， 2，500 Yen for non mcmber， Vol. 1I (1963)-Vol. 20 (1972). Price 3，000 Yen for member， 
4，000 Yen for non mcmber. Vol. I (1953)ーVol.30 (1982). Pricc 4，000 Yen for member， 5，000 Yen for non 
member (incl. postage， surface mail)ー
3. A Mernorial Issue Honouring the late Profe5sor Yukio Yarnada (Supplement to Volume 2.¥ lhe 

Bulletin of japanese Society of Phycology). 1977. xxviii+418 pages. This issue includes 50 anicles (26 in 
English， 24 in .Japanese with En呂lishsummary) on phycology， wi出 photographiesand list of publications of 
the late Professor Yukio Y AMADA・ V8，500 (incl. postaeg， surface rr.ail). 
4. Contributions to the Systernatics of the Benthic Marlne Algae of the North P..lcHic. Edited 
by I.A. ABBOTT and M. KUROGI， 1972. xiv+280 pages， 6 plates. Twenty papen日ollowedby discussions are 
included、whichwere presenterl in the U.S.-japan Seminar on lhe North Paci日cb巴nthicmarine algae， held in 
Sapporo， japan， Augusl 13-16， 1971. V 5，000 (incl. postage， surface mail). 
5. Recent Studles on the Cultivation of La 刊inariain Hokkaido (in Japancse). 1977. 65 pages 

Four papers followed bv discussions are includccl， which were presentecl in a symposium on Lal7lillaTIa， sponsored 
by the Society， helcl in Sapporo， September 1974. V 1，200 (ind. postage， surface mail) 
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